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平成25年(東)第175号,第1490号和解仲介手続申立事件

申立人^罰四略、^勃略
被申立人東京電力株式会社

0

原子力損害賠償紛争解決センター御中

仲介委員安藤武久先生

丸山裕司先生

蓑毛誠子先生

上申

標記の件のうちA3世帯及ぴE3世帯にっいては,貴パネルより,平成26年3月

26日付け全部和解案(訂正後のもの,以下「本件和解案」といいまサ。)が提示さ

れ,同年4月10日付けFAX送信書において,本件和解案に対する被申立人の意見

を踏まえても,本件和解案を維持する旨のご連絡をいただくとともに,同年4月17

日(木)までに諾否についての再度の回答を求められています。

現在,被申立人において本件和解案の内容にっいて検討しておりますが,同年3月

20日付け「和解案提示理由書」に記載されている項目にっいては,居住制限区域と

いう本件区域の性質等も踏まえますと,慎重な検討,熟慮の上の被申立人社内に給け

る意思決定の篠か,各種調整等を含めて,貴パネルの再度のご連絡から1週間という

上記回答期限内に回答することが極めて困難です。

とのため,被申立人としては,今しばらく和解案に関する検討の時間をいただきた

く,本書面をも0て上申させていただきますので,ご理解を賜りますようお願い申し

上げます(な枯,上記以外の世帯に関する和解案にっいても同様とさせていただくこ

とについてビ理解をいただきたいと存じます。)
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直送済

被申立人代理人弁護士

平成26年4月17日

棚 村 ゛殿友
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